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猫の見守りカメラシステム
林賢志朗

猫の見守りカメラシステム概要

背景と課題 手法・ツールの適用による解決
コロナ渦直後の在宅勤務が中心だった時期に猫を飼
い始めたが、昨今は自粛要請の緩和により職場勤務
中心の勤務体系に切り替わりつつある。その結果、
猫に接する時間が短くなり、猫の微妙な変化への気
づきが減少した。
そのため、病気や体調不良のサインを見逃してしま
うのではないかと不安が生じている。

下記3つの機能を備えたシステムを考案・制作し
た。
 運動、食事、排せつの回数を定期的にスマホに

通知する機能
 誤飲などの緊急時は即座にスマホに通知する機

能
 外出先からスマホで猫の様子を映像で確認でき

る機能

評価と今後の課題定期通知の動作
物体検出を行い3つのクラスに分類する。

赤色の領域外で食事を検知すると
即座にスマホに通知する。

歩行 食事 トイレ

緊急通知の動作

それぞれの回数を
定期的にスマホに通知する。

動体検知：Motion

物体検出：YOLO

検出結果通知スクリプト

カメラ映像からピクセル単位の変化を検
知して、映像を記録できるソフトウェア
である。下記の特徴を活用した。
• 複数のカメラ映像から同時に動体検知
と記録ができる。

• WEBブラウザ経由でカメラ映像を観る
ことができる。

PowerShellスクリプトを作成して、下記
の仕組みを実現した。
 ラズパイから転送された動画ファイル
を物体検出に渡す。

 物体検出の結果を蓄積しておき、定期
的にスマホに通知を行う。

 餌を置いていない場所で食事が検出さ
れた場合はスマホに緊急通知を行う。

物体検出の精度向上の工夫

CNNを基に構成されたリアルタイム物体
検出アルゴリズムである。
YOLOv7のtinyモデルを導入した。 評価

今後の課題

当初は収集した334枚の画像のうち、訓練デ
ータに211枚、テストデータには123枚をモ
デルへの学習に使用した。その後、精度向
上の工夫として、訓練データを水平反転に
よるデータ拡張を行い、2倍の422枚にして
学習を行った。
結果として、精度が約4%向上した。

 本システムの機能により猫の変化が分か
り、飼い主の不安軽減が図れるため、課
題は基本的に解決されたと評価する。
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• サーバの役割をラズパイに集約する。
• 検出のバリエーションを増やす。
• スマホへの通知に映像を添付する。
• 動体検知時以外の状態も検出する。
• 暗所での検出も可能にする。
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